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森吉山ダム　名称募集

応募締切

12／15日まで

　
森
吉
山
ダ
ム
建
設
に
伴
い
付
け
替
え
ら
れ
る
「
県
道
比
内
森
吉
線
」
は
全
延
長
約
９
・
５
㎞
の
道

路
で
す
。
建
設
は
平
成
７
年
に
は
じ
め
ら
れ
、
既
に
７
・
１
㎞
区
間
は
開
通
し
て
い
ま
す
。
残
り
の

２
・
４
㎞
区
間
に
つ
い
て
は
、
来
年
春
以
降
の
開
通
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

　
す
で
に
開
通
し
た
区
間
に
つ
い
て
の
橋
や
ト
ン
ネ
ル
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
以
前
、
皆
様
方
か
ら

よ
せ
ら
れ
た
応
募
の
中
か
ら
決
定
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
開
通
予
定
区
間
の
「
橋
梁
・
ト

ン
ネ
ル
の
名
称
」
を
決
め
る
に
あ
た
り
、
前
回
と
同
様
、
皆
様
方
か
ら
の
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

森吉山ダム　名称募集

完成間近の森吉山ダム完成間近の森吉山ダム

３号橋 １号橋 ２号橋 ４号橋 ５号橋 ６号橋 

１号トンネル ２号トンネル ３号トンネル 

橋名板の例 
　名称選定委員会にて採用された名称は、橋の両サイドにこのよう

に取り付けられます。採用された方には感謝状が贈呈されます。 

付替県道比内森吉線全体図 付
替
県
道
比
内
森
吉
線
の

橋
梁
と
ト
ン
ネ
ル
の
名
称

もっくん よっちゃん

森
吉
山
ダ
ム

森吉山ダムイメージキャラクター 
■
応
募
方
法 

　
６
箇
所
の
橋
梁
と
、
３
箇
所
の
ト
ン

ネ
ル
の
名
前
を
備
え
付
け
の
用
紙
に
記

入
し
係
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の

応
募
も
可
能
で
す
（
※
） 

　
応
募
用
紙
は
、
市
役
所
本
庁
及
び
各

支
所
、
北
秋
田
地
域
振
興
局
、
森
吉
山

ダ
ム
工
事
事
務
所
、
森
吉
山
ダ
ム
広
報

館
、
四
季
美
館
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。 

■
応
募
期
間 

　
12
月
１
日（
土
）〜
15
日（
土
）ま
で 

■
感
謝
状 

　
名
称
が
採
用
さ
れ
た
方
に
贈
呈
し
ま
す 

■
そ
の
他 

　
命
名
の
た
め
橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル
を
見

学
さ
れ
る
方
は
交
通
解
放
さ
れ
て
い
る

箇
所
か
ら
の
見
学
と
な
り
ま
す
。 

（
一
部
規
制
が
あ
り
ま
す
） 

 

■
主
　
催
　 

　
「
森
吉
山
ダ
ム
付
替
県
道
比
内
森
吉
線

橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル
の
名
称
選
定
委
員
会
」 

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
国
土
交
通
省
　
東
北
地
方
整
備
局
森

吉
山
ダ
ム
工
事
事
務
所
内
「
橋
梁
・
ト

ン
ネ
ル
名
称
選
定
係
」
あ
て 

〒
０
１
８
｜
４
３
９
４ 

　
北
秋
田
市
米
内
沢
字
東
川
向
５ 

　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 
72 
¦ 
３
０
１
５ 

　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
72 
¦ 
５
１
１
３ 

※
記
入
の
仕
方 

◆
①
１
号
橋
　
名
称
と
そ
の
理
由 

◆
②
２
号
橋
　
名
称
と
そ
の
理
由 

以
下
同
じ
で
す
が
、
住
所
・
氏
名
を
記

入
し
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
名
称
は

９
つ
全
部
で
な
く
て
も
応
募
で
き
ま
す
。 

※
既
に
決
定
し
た
橋
・
ト
ン
ネ
ル
の
名
称 

は
根
森
田
橋
、
四
季
観
橋
、
惣
瀬
橋
、

鷲
ノ
瀬
ト
ン
ネ
ル
、
砕
渕
橋 

付替県道比内森吉線全体図

全延長　９．５ｋｍ 

１号トンネル　L=96m ２号トンネル　L=211m ３号トンネル　L=219m

５号橋（貯水池横断橋） 
L=350m

６号橋　L=62m

下流側 

上流側 

原石山 

２．４ｋｍ 

森吉山ダム堤体 

根森田橋 

四季観橋 

惣瀬橋 

鷲ノ瀬トンネル 

砕渕橋 

４号橋　L=71m

３号橋　L=85m２号橋　L=102m１号橋　L=16.5m
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鷹巣地区 

　鷹巣中央保育園 

　鷹巣東保育園 

　（私）南鷹巣保育園 

　（私）七日市保育園 

　（私）綴子保育園 

合川地区 

　あいかわ保育園 

森吉地区 

　米内沢保育園 

　前田保育園 

　浦田保育園（へき地） 

阿仁地区 

　阿仁合保育園 

　大阿仁保育園 

 

大町2-30 

栄字太田新田43-2 

脇神字高村岱140 

七日市字石倉岱18 

綴子字大堤26-1 

 

李岱字下豊田１ 

 

米内沢字御嶽84-1 

阿仁前田字下川端101-1 

浦田字上岱２ 

 

阿仁銀山字上新町71-1 

阿仁幸屋渡字前野7-19

62-2630 

62-2254 

62-1140 

66-2054 

62-0786 

 

78-9030 

 

72-4020 

75-2316 

73-2131 

 

82-3113 

84-2109

平成19年度園児募集施設一覧

たかのす幼稚園 坊沢字善千鳥坂17 

 

62-2613

保 育 園

幼 稚 園

認定子ども園

平成２０年度

保育園・幼稚園

　
市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
（
公
立
・
私
立
）

で
は
、
平
成
20
年
度
の
園
児
を
募
集
し
ま
す
。 

     

■
募
集
施
設
　
▽
下
記
一
覧
に
記
載 

■
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
は
・
・
・ 

　
お
お
む
ね
生
後
３
カ
月
か
ら
５
歳
ま
で
で
、 

両
親
が
共
働
き
な
ど
の
事
情
で
家
庭
で
保
育 

で
き
な
い
お
子
さ
ん
で
す
。 

■
受
付
期
間 

　
12
月
３
日（
月
）〜
12
月
21
日（
金
） 

■
申
込
方
法
・
申
込
先
　 

　
認
定
こ
ど
も
園
（
鷹
巣
保
育
園
）
を
含
め
、

市
福
祉
事
務
所
福
祉
課
（
各
支
所
市
民
福
祉

課
）
又
は
各
保
育
園
に
備
え
付
け
の
入
園
申

込
書
に
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
市
内
に
住
所
を
有
す
る
お
子
さ
ん
が
、
他

の
市
町
村
の
保
育
園
に
入
園
を
希
望
す
る
場

合
の
申
込
先
は
、
市
福
祉
事
務
所
福
祉
課
（
各

支
所
市
民
福
祉
課
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。 

■
入
園
に
つ
い
て 

　
入
園
の
可
否
に
つ
い
て
２
月
中
旬
頃
ま
で

に
決
定
し
、
保
護
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

◎
お
問
い
合
わ
せ 

　
市
福
祉
事
務
所
福
祉
課
�

62-

１
１
１
３ 

　
合
川
支
所
市
民
福
祉
課
�

78-

２
１
１
６ 

　
森
吉
支
所
市
民
福
祉
課
�

72-

３
１
１
６ 

　
阿
仁
支
所
市
民
福
祉
課
�

82-

２
１
１
２ 

　
各
保
育
園
（
下
記
一
覧
参
照
） 

    

■
募
集
施
設
　
▽
市
立
た
か
の
す
幼
稚
園 

■
募
集
人
員
　
35 
人 

■
募
集
区
分 

　
４
歳
児
（
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

16
年
４
月
１
日
ま
で
の
出
生
児
）
。
な
お
、

５
歳
児
も
合
わ
せ
て
募
集
し
ま
す 

■
受
付
期
間 

　
12
月
３
日（
月
）〜
12
月
21
日（
金
） 

■
申
込
方
法
・
申
込
先 

入
園
希
望
の
方
は
、
所
定
の
書
類
（
幼
稚

園
お
よ
び
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
）
に

記
入
の
う
え
、
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。 

■
選
考
方
法
　(

イ)

書
類
選
考
（
ロ)

面
接
選

考
（
ハ)

身
体
検
査
な
ど
の
方
法
に
よ
り

平
成
20
年
２
月
下
旬
ま
で
に
入
園
決
定
を

保
護
者
に
通
知
し
ま
す
。 

◎
お
問
い
合
わ
せ 

　
た
か
の
す
幼
稚
園
　
�

62-

２
６
１
３ 

    

■
募
集
施
設
　 

▽
認
定
子
ど
も
園
し
ゃ
ろ
ー
む
（
私
立
） 

　
※
保
育
園
と
幼
稚
園
を
併
設
し
た
「
幼
保

連
携
型
施
設
」
で
す
。
機
能
等
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
園
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

■
募
集
区
分 

▽
長
時
間
部
（
鷹
巣
保
育
園
） 

　
＝
０
歳
児
〜
５
歳
児 

▽
短
時
間
部
（
鷹
巣
教
会
幼
稚
園
）
　 

　
＝
満
３
歳
児
〜
５
歳
児 

■
申
込
方
法
　 

▽
長
時
間
部
（
保
育
園
機
能
） 

市
内
（
上
記
）
の
保
育
園
と
同
じ
で
す
。 

▽
短
期
間
部
（
幼
稚
園
機
能
） 

11
月
１
日
か
ら
、
園
で
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。（
月
〜
金
曜
日
　
９
時
〜
17
時
） 

鷹巣地区 

 

鷹巣地区 

 

保
育
園

保
育
園 

幼
稚
園

幼
稚
園 

認
定
子
ど
も
園

認
定
子
ど
も
園 

 

（私）認定子ども園しゃろーむ 東横町10-33 62-1049・62-1249

 

幼保連携型施設（鷹巣保育園・鷹巣教会幼稚園） 

※ 

※住所要件があります 

税の作文市長日誌

◇
11
月
１
日
〜
15
日 

１
日
（
木
）
▽
11
月
１
日
付
け
人
事
異
動
に
か
か
る
辞
令
交
付
式

　
　
　
　
　
（
市
役
所
応
接
室
） 

２
日
（
金
）
▽
北
秋
田
市
文
化
祭
開
会
式
に
出
席
（
市
文
化
会
館
） 

　
　
　
　
　
▽
平
成
19
年
北
秋
田
市
議
会
第
１
回
臨
時
会
（
市
議

　
　
　
　
　
事
堂
） 

３
日
（
土
）
▽
公
明
党
主
催
「
地
域
活
性
化
へ
の
意
見
交
換
会
」

　
　
　
　
　
へ
出
席
（
ホ
テ
ル
松
鶴
）
▽
河
川
治
水
に
か
か
る
懇

　
　
　
　
　
談
会
に
出
席
（
能
代
市
二
ツ
井
庁
舎
） 

５
日
（
月
）
▽
12
月
補
正
予
算
案
を
査
定
（
市
役
所
会
議
室
） 

６
日
（
火
）
▽
全
国
山
村
振
興
連
盟
秋
田
県
支
部
監
事
会
に
出
席

　
　
　
　
　
（
秋
田
県
市
町
村
会
館
）
▽
秋
田
県
知
事
と
秋
田
県

　
　
　
　
　
市
町
村
長
と
の
行
政
懇
談
会
に
出
席
（
秋
田
市
平
安
閣
） 

７
日
（
水
）
▽
第
48
回
東
北
地
方
治
水
大
会
に
出
席
し
意
見
発
表

　
　
　
　
　
（
盛
岡
市
） 

９
日
（
金
）
▽
鷹
巣
医
師
団
定
例
医
談
会
に
出
席
（
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

　
　
　
　
　
松
尾
） 

10
日
（
土
）
▽
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
を
観
覧
（
北
秋
田
市
文
化
会
　

　
　
　
　
　
館
）
▽
マ
タ
ギ
の
里
十
勝
ワ
イ
ン
会
に
出
席
（
マ
タ

　
　
　
　
　
ギ
の
湯
） 

12
日
（
月
）
▽
秋
田
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
創
立
30
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　
第
１
回
実
行
委
員
会
に
出
席
（
市
中
央
公
民
館
） 

13
日
（
火
）
▽
東
北
治
水
事
業
整
備
促
進
懇
談
会
に
出
席
（
国
土

　
　
　
　
　
交
通
省
） 

14
日
（
水
）
▽
平
成
19
年
度
東
北
治
水
事
業
整
備
促
進
意
見
交
換

　
　
　
　
　
会
に
出
席
（
東
京
都
）
▽
県
北
４
市
で
構
成
す
る
米

　
　
　
　
　
代
川
の
総
合
的
な
治
水
対
策
協
議
会
に
よ
る
要
望
活

　
　
　
　
　
動
に
参
加
（
財
務
省
、
国
土
交
通
省
） 

15
日
（
木
）
▽
第
３
回
北
秋
田
市
社
会
福
祉
大
会
に
出
席
（
市
文

　
　
　
　
　
化
会
館
）
▽
綴
子
地
区
行
政
懇
談
会
に
出
席
（
綴
子

　
　
　
　
　
基
幹
セ
ン
タ
ー
） 

市
長
日
誌 

　
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が
募
集
し
た
中
学
生

の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
の
表
彰
伝
達
式
が
、
11

月
21
日
、
鷹
巣
南
中
学
校
（
田
山
義
貴
校
長
）
と
鷹

巣
中
学
校
（
佐
藤
敬
顕
校
長
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
「
税
の
作
文
」
は
、
納
税
道
義
の
高
揚
の
た
め
租

税
教
育
の
一
環
と
し
て
、
時
代
を
担
う
少
年
少
女
に
、

税
に
つ
い
て
の
関
心
を
呼
び
起
こ
す
と
と
も
に
、
正

し
い
税
知
識
の
普
及
を
目
的
と
し
て
全
国
及
び
地
区

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が
募
集
し
て
い
る
も
の
で
、

昭
和
42
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
題
材
は
、
家
庭
や
自
分
の
周
囲
で
日
常
体
験
し
、

ま
た
は
見
聞
し
た
税
の
申
告
や
納
付
の
こ
と
、
学
校

そ
の
他
で
学
ん
だ
税
に
関
す
る
も
の
で
、「
税
を
考

え
る
週
間
（
11
月
７
日
〜
11
日
）
」
に
合
わ
せ
、
全

国
の
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象
に
募
集
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
、
秋
田
県
か
ら
は
93
校
か
ら
５
４
７
５
点
が

応
募
さ
れ
、
そ
の
う
ち
、
鷹
巣
中
学
校
か
ら
22
点
、

鷹
巣
南
中
学
校
か
ら
21
点
が
応
募
さ
れ
ま
し
た
。 

　
各
校
で
行
わ
れ
た
伝
達
式
に
は
、
受
賞
者
全
員
が

出
席
し
、
桜
庭
圭
介
北
秋
田
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
長
が
、
東
北
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
表
彰

（
１
人
）、
秋
田
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
表
彰
（
１

人
）
と
大
館
北
秋
田
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長

表
彰
（
３
人
）
の
伝
達
を
、
ま
た
、
大
館
税
務
署
の

佐
々
木
隆
署
長
が
税
務
署
長
表
彰
（
２
人
）
の
表
彰

を
行
い
、
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
手
わ

た
し
ま
し
た
。 

　
入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

■
東
北
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
表
彰 

　
松
尾
　
陸
　
（
鷹
巣
中
学
校
２
年
） 

「
未
来
を
決
め
る
税
金
」 

■
秋
田
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
表
彰 

　
畠
山
春
香
　
（
鷹
巣
南
中
学
校
３
年
） 

「
税
の
存
在
」 

■
大
館
税
務
署
長
表
彰 

　
佐
藤
茂
依
子
　
（
鷹
巣
南
中
学
校
１
年
） 

「
税
に
つ
い
て
」 

　
小
笠
原
麻
友
　
（
鷹
巣
中
学
校
１
年
） 

「
税
に
つ
い
て
」 

■
大
館
北
秋
田
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
表
彰  

　
成
田
　
秀
　
（
鷹
巣
中
学
校
２
年
） 

「
税
に
つ
い
て
」 

　
清
水
あ
さ
み
　
（
鷹
巣
中
学
校
１
年
） 

「
安
心
安
全
の
確
保
」 

　
中
嶋
　
梓
　
（
鷹
巣
南
中
学
校
１
年
）
　 

「
税
に
つ
い
て
」 

桜庭市連合会長から東北地区納税貯蓄組合連合

会長表彰を伝達される鷹巣中２年の松尾陸君 

 

 



広報きたあきた　19.　12.　17 6広報きたあきた　19.　12.　1

■
成
田
為
三
を
顕
彰 

　
主
催
は
市
教
育
委
員
会
。「
浜
辺
の
歌
」

を
は
じ
め
、
優
れ
た
童
謡
な
ど
を
数
多
く

作
曲
し
、
日
本
を
代
表
す
る
作
曲
家
と
し

て
知
ら
れ
る
米
内
沢
出
身
の
成
田
為
三

（
１
８
９
３-

１
９
４
５
）
を
顕
彰
す
る

と
と
も
に
、
歌
声
の
あ
ふ
れ
る
活
気
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
音
楽
祭
で
す
。 

■
今
年
は
22
団
体
６
２
０
人
が
参
加 

 

今
年
の
音
楽
祭
に
は
、
園
児
か
ら
、
小

中
学
校
、
一
般
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
な

ど
昨
年
を
上
回
る
22
団
体
が
参
加
、
約
６

２
０
人
が
出
演
し
ま
し
た
。 

　
第
１
部
に
は「
浜
辺
の
歌
キ
ッ
ズ
」「
コ
ー

ル
も
り
よ
し
」「
合
川
東
・
北
小
学
校
」
な

ど
12
団
体
10
グ
ル
ー
プ
、午
後
か
ら
は
、「
綴

子
小
学
校
」「
森
吉
中
学
校
」「
あ
か
し
や

合
唱
団
」な
ど
10
グ
ル
ー
プ
が
出
演
。各
グ

ル
ー
プ
は
、「
り
す
り
す
子
栗
鼠
」「
浜
辺
の

歌
」な
ど
為
三
が
作
曲
し
た
曲
を
含
め
、そ

れ
ぞ
れ
２
曲
か
ら
３
曲
を
発
表
し
ま
し
た
。 

　
１
・
２
年
生
が
出
演
し
た
前
田
小
学
校

は
、
２
曲
目
で
お
父
さ
ん
た
ち
の
ギ
タ
ー

伴
奏
に
合
わ
せ
て「
ま
た
会
え
る
日
ま
で
」

を
歌
い
、会
場
を
ア
ッ
ト･

ホ
ー
ム
な
ム
ー

ド
で
包
み
込
み
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
指
揮
者
は
ほ
と
ん
ど
が
先
生
や

指
導
者
で
し
た
が
、
鷹
巣
南
中
学
校
は
生

徒
の
北
嶋
慶
一
君（
３
年
）が
務
め
、
男
女

51
人
が
心
を
一
つ
に
し
て「
浜
辺
の
歌
」と

「
大
地
讃
頌
」の
２
曲
を
歌
い
上
げ
ま
し
た
。 

■
歌
詞
に
思
い
を
込
め
て 

　
１
部
・
２
部
と
も
、大
館
市
花
岡
町
出
身

の
作
曲
家
・
橋
本
祥
路
氏
に
よ
る
講
評
が

行
わ
れ
ま
し
た
。第
１
部
で
は
、「
ど
の
グ
ル
ー

プ
の
発
表
も
歌
に
込
め
ら
れ
た
思
い
が
と

て
も
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
た
。ま
た
、ス
テ
ー

ジ
発
表
は
例
え
ば
伴
奏
は
ピ
ア
ノ
で
、
と

形
式
に
こ
だ
わ
る
こ
と
も
な
い
。
前
田
小

学
校
は
、
お
父
さ
ん
た
ち
の
ギ
タ
ー
伴
奏

で
歌
っ
た
が
、
両
親
と
一
緒
に
発
表
す
る

こ
と
も
音
楽
の
楽
し
み
方
の
一
つ
」
と
説

き
、ま
た
、「
か
つ
て『
思
い
出
』は『
思
ひ
出
』、

『
追
い
し
』は『
追
ひ
し
』な
ど
と
、は
っ
き

り
と
発
音
し
な
い『
い
』は『
ひ
』と
表
記
し

て
い
た
が
、
こ
れ
は
歌
詞
の
こ
と
ば
一
つ

に
も
気
持
ち
を
込
め
て
い
る
か
ら
。
歌
詞

に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
意
識
し
な
が
ら
歌

う
と
よ
り
表
現
力
が
高
ま
る
」な
ど
と
、感

想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

　
２
部
の
講
評
の
あ
と
、
橋
本
氏
の
指
揮

で
出
演
者
全
員
が
会
場
の
お
客
さ
ん
と
一

緒
に
な
っ
て「
浜
辺
の
歌
」を
合
唱
し
、
歌

の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。 

６
２
０
人
の
歌
声
響
く

６
２
０
人
の
歌
声
響
く

地
方
史
の
謎
に
迫
る
〜
小
猿
部
の
歴
史

地
方
史
の
謎
に
迫
る
〜
小
猿
部
の
歴
史

地
方
史
の
謎
に
迫
る
〜
小
猿
部
の
歴
史

地
方
史
の
謎
に
迫
る
〜
小
猿
部
の
歴
史

地
方
史
の
謎
に
迫
る
〜
小
猿
部
の
歴
史

▲「九戸の乱」と、この合戦を記した希少な

写本「奥州南部九戸軍記」を著した横渕・千

葉常左衛門について講演する阿部幹男氏 

浜辺の歌音楽館少年少女合唱団

浦田小学校

鷹巣南中学校

ＭＭＣ（森吉ミュージッククラブ）

歌
声
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

第
２
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭

講
演
会
・
﹃
九
戸
の
乱
﹄
と
横
渕
・
千
葉
常
左
衛
門
を
語
る
﹂

じ
ょ
う
ざ
え
も
ん 

く
の
へ
ま
さ
ざ
ね 

み
き
お 

こ
う
ぞ 

地方史の謎に迫る～小猿部の歴史 第２回浜辺の歌音楽祭 

■
希
少
な
写
本
が
見
つ
か
る 

　
演
題
は
、「『
九
戸
の
乱
』
と
横
渕
・
千
葉

常
左
衛
門
を
語
る
」
。
講
師
に
は
、
岩
手

県
立
盲
学
校
副
校
長
で
地
方
史
研
究
家
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
阿
部
幹
男
氏
を
迎
え

ま
し
た
。 

　「
九
戸
の
乱｣

は
、
今
か
ら
約
４
０
０
年

前
、
豊
臣
秀
吉
の
天
下
統
一
後
、
北
東
北

を
舞
台
に
展
開
さ
れ
た
戦
国
時
代
の
終
わ

り
を
告
げ
る
大
合
戦
。
こ
の
合
戦
を
記
し

た
希
少
な
写
本「
奥
州
南
部
九
戸
軍
記
」が

盛
岡
市
で
平
成
７
年
に
見
つ
か
り
ま
し
た
。 

■
著
者
は
千
葉
家
11
代
常
左
衛
門 

　
阿
部
氏
ら
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
写
本
は

も
と
も
と
「
比
内
横
渕
の
千
葉
家
」
が
所

蔵
し
て
い
た
も
の
で
、
筆
者
は
第
11
代
の

千
葉
常
左
衛
門
と
わ
か
り
、
そ
の
経
緯
に

つ
い
て
の
研
究
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
九
戸
の
乱
で
は
、
南
部
氏
と
対
立
し
た

九
戸
政
実
が
、
現
在
の
二
戸
市
に
所
在
し

た
九
戸
城
に
５
千
の
兵
と
と
も
に
篭
城
し

た
も
の
の
、
天
正
19
年（
１
５
９
１
年
）南

部
氏
の
要
請
で
秀
吉
が
差
し
向
け
た
６
万

５
千
の
中
央
軍
に
よ
り
落
城
し
、
政
実
は

処
刑
さ
れ
、
城
内
に
残
っ
て
い
た
兵
士
や

子
女
も
皆
殺
し
に
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。 

　
「
九
戸
合
戦
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
戦
い

は
、
こ
れ
ま
で
「
南
部
根
元
記
」
や
、「
九

戸
軍
談
記
」
に
よ
っ
て
後
世
に
伝
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、「
奥
州
南
部
九
戸
軍
記
」
の
所

在
は
そ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
千
葉

家
に
つ
い
て
も
、
か
つ
て
南
部
地
方
に
住

ん
で
お
り
、
第
４
代
常
左
衛
門
が
変
遷
を

経
て
元
和
２
年（
１
６
１
６
年
）に
横
渕
に

移
り
住
ん
だ
こ
と
は
家
系
図
に
も
記
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
九
戸
氏
と
の
関
係
は
よ
く

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

■
九
戸
氏
と
千
葉
家
を
結
ぶ
も
の 

　
阿
部
氏
は
、
一
通
り
こ
の
よ
う
な
背
景

に
触
れ
た
上
で
、
▽「
南
部
根
元
記
」
な
ど

は
い
ず
れ
も
九
戸
氏
を
ア
ン
チ
ヒ
ー
ロ
ー

と
み
な
し
て
い
る
が
、
写
本
に
は
英
雄
視

し
た
政
実
が
登
場
す
る
。
こ
の
よ
う
な
捉

え
方
を
す
る
の
は
、
九
戸
氏
側
の
人
物
、

と
仮
説
を
立
て
な
が
ら
『
奥
州
南
部
九
戸

軍
記
』
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
書
き
伝
え

ら
れ
た
か
と
い
う
謎
に
迫
り
ま
す
。 

　
▽
千
葉
氏
の
遠
祖
は
上
総
（
現
在
の
千

葉
県
）
に
い
た
平
氏
（
平
家
）
の
一
門
。
そ

の
後
、
所
領
が
拡
大
し
千
葉
姓
は
東
北
地

方
に
も
広
が
る
▽
し
か
し
南
部
の
千
葉
氏

は
九
戸
神
社
の
千
葉
氏
の
み
。
九
戸
氏
の

も
と
で
別
当
職
（
神
社
に
属
し
つ
つ
仏
教

儀
礼
を
行
う
僧
侶
）
を
務
め
、
必
勝
祈
願

な
ど
行
う
側
近
だ
っ
た
▽
戦
い
に
敗
れ
た

後
、
千
葉
氏
が
落
人
と
な
っ
て
南
部
を
離

れ
て
か
ら
合
戦
の
記
録
を
代
々
伝
え
、
そ

の
記
録
を
筆
ま
め
な
11
代
常
左
衛
門
が
ま

と
め
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
し
ま
す
。 

■
殖
産
で
村
繁
栄
に
努
め
た
常
左
衛
門 

　
横
渕
村
は
明
治
初
期
ま
で
製
紙
や
養
蚕
、

製
糸
な
ど
の
盛
ん
な
村
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
千
葉
家
が
代
々
杉
や

桑
、
紙
の
原
料
と
な
る
楮
な
ど
の
植
栽
を

行
い
殖
産
に
努
め
た
か
ら
で
す
が
、
さ
ら

に
11
代
常
左
衛
門
は
養
蚕
、
製
糸
、
絹
織

物
生
産
な
ど
で
村
の
繁
栄
に
寄
与
し
た
ほ

か
、
読
書
と
筆
硯
に
親
し
み
、「
落
葉
集
」

と
い
う
随
筆
を
著
す
な
ど
文
芸
的
素
養
に

も
優
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
阿
部
氏
は
、「
岩
手
は
昔
か
ら
馬
の
名
産

地
。
千
葉
家
も
南
部
で
は
馬
産
を
行
っ
て

い
た
。
横
渕
村
は
、
か
つ
て
養
蚕
や
織
物

の
生
産
が
盛
ん
だ
っ
た
が
、
代
々
肝
煎
を

務
め
た
千
葉
氏
は
、
馬
産
で
培
っ
た
経
営

手
腕
を
横
渕
村
で
も
生
か
し
た
の
だ
ろ
う
。

ま
た
常
左
衛
門
は
働
き
手
と
し
て
多
く
の

障
害
者
を
雇
用
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
福

祉
政
策
で
も
功
績
が
大
き
か
っ
た
徳
の
あ

る
人
物
」
な
ど
と
常
左
衛
門
を
称
え
る
と

と
も
に
、「
『
奥
州
南
部
九
戸
軍
記
』
の
下

書
き
や
『
落
葉
集
』
が
ど
こ
か
に
あ
る
は

ず
。
ぜ
ひ
探
し
て
ほ
し
い
」
と
会
場
に
呼

び
か
け
て
い
ま
し
た
。 

　
聴
講
に
訪
れ
た
参
加
者
は
、
大
合
戦
が

行
わ
れ
た
戦
国
時
代
の
南
部
と
本
市
・
千

葉
家
と
の
ゆ
か
り
な
ど
、
時
間
と
地
域
を

超
え
た
壮
大
な
歴
史
ロ
マ
ン
に
思
い
を
は

せ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。 

し
ょ
う
じ 

か
ず
さ 

き
も
い
り 

■お問い合わせ　森吉コミュニティセンター　�72-3259



広報きたあきた　19.　12.　19 8広報きたあきた　19.　12.　1

後期高齢者医療制度

　
病
気
や
ケ
ガ
で
医
師
に
か
か
る
と
き
は
、

自
己
負
担
は
か
か
っ
た
医
療
費
の
１
割
（
現

役
並
み
に
所
得
が
あ
る
方
は
３
割
）
で
医

療
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 

   

　
入
院
し
た
と
き
の
食
事
代
は
、
定
め
ら

れ
た
金
額(

表
１)

を
自
己
負
担
し
て
い
た

だ
き
、
そ
れ
以
外
の
食
事
療
養
費
は
、
広

域
連
合
が
負
担
し
ま
す
。 

   

　
療
養
病
床
に
入
院
し
た
と
き
は
、
定
め

ら
れ
た
食
費
（
表
２
）
と
居
住
費
を
自
己

負
担
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
以
外
は
入
院

時
生
活
療
養
費
と
し
て
、
広
域
連
合
が
負

担
し
ま
す
。 

   

　
医
師
の
指
示
に
よ
る
訪
問
看
護
の
利
用

に
つ
い
て
は
、
医
療
と
同
様
に
１
割
の
自

己
負
担
（
現
役
並
み
に
所
得
が
あ
る
方
は

３
割
負
担
）
で
受
け
ら
れ
ま
す
。 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
対
象
者
の
皆
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
で
お
医

者
さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き
の
医
療
費
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
制
度
と

同
様
の
様
々
な
給
付
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

今
回
は
、
そ
の
給
付
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【表２】食費・居住費の定められた金額

現役並み所得者（課税所得が145万以上）、一般 

一食当た 
りの食費 

一日当たり 
の居住費 

４６０円 

２１０円 

１３０円 

１００円 

３２０円 

３２０円 

３２０円 

無　料 

区分Ⅱ 

区分Ⅰ 

老齢福祉年金受給者 

【表１】入院時食事代の定められた金額（一食当たり）

２６０円 

２１０円 

１６０円 

１００円 

90日までの入院 

過去12カ月で90日を超える入院 
区分Ⅱ（※１） 

区分Ⅰ（※２） 

※１　区分Ⅱ　世帯の全員が住民税非課税の人。（区分Ⅰ以外の人） 

※２　区分Ⅰ　世帯の全員が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費控除を差し

引いたときに０円となる人。（公的年金等控除額は８０万円として計算します） 

☆区分Ⅰ、Ⅱの適用を受けるには、「限度額適用・標準負担額減額認定証」の申請が必

要となります。 

現役並み所得者（課税所得が145万以上）、一般 

　
医
師
の
指
示
で
治
療
用
の
コ
ル
セ
ッ
ト

や
補
装
具
等
を
購
入
し
た
際
、
一
度
全
額

負
担
し
た
も
の
を
療
養
費
と
し
て
申
請
し

て
い
た
だ
く
と
、
９
割
（
ま
た
は
７
割
）

の
払
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】
　 

　
医
師
の
証
明
書
、
コ
ル
セ
ッ
ト
等
補
装

具
の
領
収
書
、
印
鑑
、
金
融
機
関
の
通
帳

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
除
く
） 

   

　
急
病
な
ど
で
保
険
証
を
使
わ
ず
に
医
師

に
か
か
り
、
窓
口
で
全
額
自
己
負
担
し
た

際
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
、
９
割
（
ま

た
は
７
割
）
の
払
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】 

　
全
額
自
己
負
担
し
た
際
の
医
師
の
領
収

書
、
印
鑑
、
金
融
機
関
の
通
帳
（
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
除
く
） 

   

　
や
む
を
得
な
い
理
由
で
医
師
が
認
め
た

入
院
、
転
院
な
ど
で
移
送
の
費
用
が
か
か

っ
た
と
き
、
広
域
連
合
が
必
要
と
認
め
た

場
合
に
移
送
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】 

　
移
送
の
際
に
支
払
っ
た
領
収
書
、
印
鑑
、 

金
融
機
関
の
通
帳
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
除
く
） 

   

　
１
カ
月
に
支
払
っ
た
自
己
負
担
額
が
限

度
額
（
表
３
）
を
超
え
た
場
合
、
限
度
額

を
超
え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給

さ
れ
ま
す
。
一
度
申
請
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
と
、
該
当
し
た
際
、
自
動
的
に
届

出
さ
れ
た
振
込
希
望
口
座
に
支
給
さ
れ
ま

す
。（
す
で
に
お
住
ま
い
の
市
町
村
に
届

出
さ
れ
て
い
る
方
は
申
請
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。） 

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】
　
　 

　
印
鑑
、
金
融
機
関
の
通
帳
（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
除
く
） 

   

　
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
、
葬
儀
を

行
う
方
に
対
し
て
葬
祭
費
５
万
円
が
支
給

さ
れ
ま
す
。 

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】
　
　 

　
印
鑑
、
金
融
機
関
の
通
帳
（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
除
く
） 

  

　
１
年
間
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

料
と
医
療
費
の
自
己
負
担
額
を
合
算
し
て

設
定
さ
れ
た
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
申

請
に
よ
り
超
え
た
分
が
高
額
介
護
合
算
療

養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
（
限
度
額

等
は
決
定
し
た
ら
詳
細
を
掲
載
し
ま
す
） 

後期高齢者医療制度

　制度についてもっと詳しく知りたい方は、秋田県後期高齢者医療広

域連合ホームページ（http://www.akita-kouiki.jp）をご覧ください。 

＜問合せ先＞ 

　　　市役所本所　　保険課　　　　�６２－１１１８ 

　　　保険課　　　（本所窓口）　　�６２－１１１７ 

　　　合川支所　　　市民福祉課　　�７８－２１１３ 

　　　森吉支所　　　市民福祉課　　�７２－３１１５ 

　　　阿仁支所　　　市民福祉課　　�８２－２１１３ 

区　分 

一　般 

現役並み所得者 
（課税所得が145万以上） 

区分Ⅱ 

区分Ⅰ 

自己負担限度額 

（外来分） 

１２，０００円 

４４，４００円 

８，０００円 

８，０００円 

自己負担限度額 

（入院と外来が複数あった場合は合算します） 

４４，４００円 

８０，１００円+（かかった医療費－ 
２６７，０００円）×１％　≪４４，４００円≫ 

２４，６００円 

１５，０００円 

【表３】高額療養費の自己負担限度額基準表

※《　》内の数字は過去１２か月以内に４回以上高額療養費の支給があった場合の、

４回目以降の限度額です。 



広報きたあきた　19.　12.　111 10広報きたあきた　19.　12.　1

〜
第
３
回
北
秋
田
市
健
康
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ 

　
第
３
回
「
市
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７
」

が
11
月
11
日
、
鷹
巣
体
育
館
で
開
か
れ
、
参
加
し
た
約

３
０
０
人
が
、
元
気
ア
ッ
プ
体
操
や
体
力
測
定
な
ど
で

健
康
づ
く
し
の
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

　
開
会
式
で
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
１
０
０
日
運
動
の
表
彰

と
７
５
２
０
よ
い
歯
の
認
定
者
、
虫
歯
の
な
い
５
歳
児

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
表
彰
の
後
、
運
動
実
技
に
よ
る
特
別
講
演
「
『
秋
田

花
ま
る
っ
』
元
気
あ
っ
ぷ
体
操
」
や
体
脂
肪
率
、
運
動

機
能
な
ど
が
測
定
で
き
る
健
康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
、
健

康
メ
ニ
ュ
ー
を
試
食
で
き
る
食
育
コ
ー
ナ
ー
、
健
康
相

談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
自
分
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
親
子
と
ふ

れ
あ
う
３
Ｂ
体
操
や
自
分
で
お
に
ぎ
り
を
に
ぎ
る
体
験

コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
元
気
い
っ
ぱ
い
楽
し
む
姿
が
み
ら
れ

ま
し
た
。 

『秋田花まるっ』元気アップ体操などで健康 

　づくりを楽しんだ健康スポーツフェスタ 

〜
バ
イ
オ
リ
ン
・
ビ
オ
ラ
・
ピ
ア
ノ
お
話
コ
ン
サ
ー
ト 

　
豪
雨
災
害
に
あ
っ
た
児
童
た
ち
を
勇
気
づ
け
よ
う

と
バ
イ
オ
リ
ン
・
ビ
オ
ラ
・
ピ
ア
ノ
お
話
コ
ン
サ
ー

ト
が
11
月
６
日
、
前
田
小
学
校
（
三
澤
俊
明
校
長
）

で
開
か
れ
、
児
童
た
ち
は
バ
イ
オ
リ
ン
の
美
し
い
音

色
な
ど
を
聞
き
入
り
ま
し
た
。 

　
演
奏
に
訪
れ
た
の
は
、
バ
イ
オ
リ
二
ス
ト
の
荒
井

雅
至
さ
ん
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
小
宮
康
裕
さ
ん
。
荒
井

さ
ん
は
「
皆
さ
ん
に
元
気
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
コ

ン
サ
ー
ト
の
合
間
に
立
ち
寄
っ
た
」
と
話
し
、
エ
ル

ガ
ー
の
「
愛
の
挨
拶
」
を
演
奏
、
そ
の
後
バ
イ
オ
リ

ン
の
伴
奏
に
合
わ
せ
前
田
小
学
校
の
校
歌
を
合
唱
し

ま
し
た
。 

　
児
童
を
代
表
し
６
年
の
斉
藤
巧
美
君
が
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
、
荒
井
さ
ん
と
の
再
会
を
誓
い
ま
し
た
。 

　
鷹
巣
地
区
の
太
鼓
グ
ル
ー
プ
「
鷹
巣
祇
園
太
鼓
振

興
会（
今
立
明
会
長
）」
に
よ
る
「
第
17
回
鷹
巣
祇
園

太
鼓
審
査
会
」
が
11
月
23
日
、
市
文
化
会
館
で
開
か

れ
、
会
員
ら
が
力
強
い
バ
チ
さ
ば
き
で
演
奏
技
術
を

競
い
合
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
に
合
わ
せ
て
練
習
を
重
ね
た
子
ど
も
ら
は
、

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
な
が
ら
力
強
い
バ
チ
さ
ば
き
で
会

場
を
埋
め
た
満
場
の
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

　
審
査
会
の
締
め
く
く
り
と
し
て
「
小
倉
祇
園
太
鼓

（
平
成
の
無
法
松
）
藤
江
龍
夫
と
鷹
巣
祇
園
太
鼓
の

１
０
０
人
打
ち
」
の
勇
壮
な
演
奏
で
会
場
は
最
高
潮

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

　
結
果
は
、
個
人
の
部
の
最
優
秀
賞
に
西
小
学
校
区

の
津
谷
雪
乃
さ
ん
と
成
田
瑠
衣
さ
ん
、
団
体
の
部
の

最
優
秀
賞
に
西
小
学
校
区
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

〜
第
17
回
鷹
巣
祇
園
太
鼓
審
査
会 

勇壮で迫力のある演奏を披露した藤江龍夫先生と 
鷹巣祇園太鼓の100人打ち 

踊
り
や
歌
の
発
表
な
ど
多
彩
に

〜
第
27
回
婦
人
芸
能
祭
｜
鷹
巣
地
区
婦
人
団
体 

　
市
鷹
巣
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
（
中
嶋
喜
代
会
長
）

主
催
の
婦
人
芸
能
祭
が
11
月
18
日
、
市
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
、
鷹
巣
地
区
の
各
婦
人
会
な
ど
に
よ
る
多

彩
な
出
し
物
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
協
議
会
は
、
地
区
婦
人
会
な
ど
21
団
体
で
組
織

さ
れ
る
連
合
体
組
織
。
昭
和
55
年
、
鷹
巣
町
婦
人
団

体
連
絡
協
議
会
と
し
て
結
成
以
来
今
年
で
27
年
目
を

迎
え
て
い
ま
す
。 

　
芸
能
祭
は
婦
団
連
た
か
の
す
ふ
る
さ
と
太
鼓
の
太

鼓
演
奏
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
し
、
午
前
の
部
、
午
後
の

部
に
分
け
て
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
、
消
費
者
の
会
、

各
地
区
婦
人
会
な
ど
各
団
体
の
出
し
物
が
次
々
に
演

じ
ら
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
練
習
を
重
ね
た
熱
演
に

大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
阿
仁
合
保
育
園
の
年
長
組
13
名
が
11
月
15
日
、
阿

仁
伏
影
地
区
の
り
ん
ご
園
で
り
ん
ご
狩
り
を
行
い
、

収
穫
の
喜
び
を
味
わ
い
ま
し
た
。 

　
同
地
区
で
は
、
８
戸
の
農
家
が
り
ん
ご
を
栽
培
し

て
お
り
、「
伏
影
り
ん
ご
」
と
し
て
販
売
さ
れ
、
贈

答
品
と
し
て
大
変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
日
訪
れ
た
の
は
、
伊
東
清
治
さ
ん
所
有
の
リ

ン
ゴ
園
。
始
め
に
伊
東
さ
ん
か
ら
上
手
な
り
ん
ご
の

と
り
方
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
慎
重
に
脚
立
に
上

が
り
、
真
っ
赤
に
色
付
い
た
り
ん
ご
を
一
つ
ひ
と
つ

大
事
に
と
っ
て
い
ま
し
た
。  

　
こ
の
日
は
冷
た
い
雨
が
降
る
天
気
で
し
た
が
、
園

児
た
ち
は
「
や
っ
た
ー
、
と
れ
た
」「
お
い
し
そ
う
」

な
ど
と
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。 

〜
阿
仁
合
保
育
園
り
ん
ご
狩
り 

〜
秋
田
内
陸
線
企
画
列
車
運
行 

　
秋
田
内
陸
線
の
「
ご
っ
つ
お
列
車
」
が
11
月
19
日

に
、「
語
り
べ
列
車
」
が
11
月
18
日
と
21
日
に
運
行

さ
れ
、
関
西
・
関
東
か
ら
の
観
光
客
が
秋
田
の
ご
っ

つ
お
と
昔
っ
こ
の
語
り
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

　
今
回
、「
ご
っ
つ
お
」
を
提
供
し
た
の
は
、
西
木

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
会
員
で
、
停
車
し
た
７
つ

の
駅
か
ら
、
作
り
た
て
の
料
理
を
積
み
込
ん
で
ツ
ア
ー

客
に
振
舞
う
と
い
う
趣
向
を
こ
ら
し
た
も
の
。
メ
ニ
ュ
ー

は
、
と
ん
び
舞
茸
茶
、
西
明
寺
栗
、
か
じ
か
の
か
ら

揚
げ
、
漬
物（
ぶ
ど
う
漬
、
ヤ
ー
コ
ン
、
菊
等
）、
も

ぢ
っ
こ
（
お
や
き
、
ゆ
べ
し
）
、
デ
ザ
ー
ト
（
渋
皮
煮
、

干
柿
、
く
る
み
寒
天
等
）
、
お
弁
当
・
味
噌
汁
。
こ

こ
で
し
か
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
お
い
し
い
料
理

を
堪
能
し
、
車
窓
か
ら
眺
め
る
雪
景
色
に
感
動
し
た

様
子
で
し
た
。 

各婦人団体が練習の成果を発表しました（写真は鷹巣婦人会） 

荒井さんの伴奏で校歌を合唱する児童 

田舎のごっつお料理を堪能するツアー参加者 

真っ赤に色付いたりんごをもぎとる園児 
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展
示
さ
れ
た
作
品
の
一
部
（
布
ぞ

う
り
工
房
「
あ
み
む
め
も
」
） 

現在（いま）を知識（し）る

沢口公民館「移動研修」 

講師の先生のマジックに歓声

森吉公民館 親子学習会（家庭教育支援事業） 

展示、発表、バザーでにぎわい

阿仁文化交流のつどい 

　「現在を知識る」

をテーマとした沢

口公民館の移動講

座が１０月３１日

に行われました。 

　　参加者は３２人。

県立博物館、ＮＨＫ秋田放

送局、秋田魁新報本社の３カ所を見学しました。博物

館では、郷土の先覚者、縄文遺跡の埋蔵品、中世の暮ら

しなど各コーナーを巡り、秋田の歴史を学びました。 

　次に訪問した秋田放送局では、調整室やニュースス

タジオを案内していただき、また、スタジオでは番組「よ

うこそＮＨＫへ」に出演、当日の夕方に放映されました。 

　魁新報社では、原稿作成から製版まで、全ての作業

がコンピュータを使って流れるように進み新聞が

完成するようすを見学し、最新の技術が使われて

いる「現在」を知ることができました。 

　米内沢保育園で１１月１７日、同園の保護者、園児

約１２０名が参加し親子学習会が行われました。 

　講師は、手品サークル会員で元中学校長の藤田淑幸

氏。学習会では、いじめや不登校、子どものしつけを

テーマとした講話の後、サンタ―クロースに扮した藤

田先生の手品を楽しみました。 

　ウサギやハト、ニワトリの登場に、大人も子どもも

大喜びで、会場いっぱいに笑い声があふれました。参

加者した保護者も「楽しかった」「おもしろかった」

と感想を述べていました。 

　「阿仁文化交流のつどい」が１１月１０日・１１日

の両日、阿仁ふるさと文化センターで開催されました。 

　会場には、保育園、小中学校の作品や、各団体グルー

プによる作品、阿仁合小学校の卒業記念に作られた陶

芸などが展示され、訪れた人たちの目を引いていまし

た。　また、演示部門では保育園の遊戯、詩吟、公民

館講座「シンガーソング」などの学習成果が発表され

たほか、郷土芸能の根子番楽も披露されました。 

　このほか、婦人会によるリサイクルバザーや手芸グ

ループ、陶芸教室によるチャリティバザーも開かれ

終日にぎわいました。 

▼ 

　
鷹
巣
図
書
館
で
は
、
幼
児
期
か
ら
図

書
館
に
親
し
み
、
本
の
楽
し
さ
を
知
る

き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
願
い
、
鷹
巣

地
区
の
幼
稚
園
・
保
育
園
の
年
長
児
を

対
象
に
、
図
書
館
体
験
デ
ー
を
実
施
し

て
い
ま
す
。 

　
今
年
も
10
月
12
日
か
ら
23
日
ま
で
の
内
、

４
日
間
延
べ
８
回
実
施
し
ま
し
た
。
図

書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
た
ま
て
ば
こ
」

に
よ
る
お
は
な
し
会
を
楽
し
ん
だ
後
、

一
人
１
冊
ず
つ
自
分
で
選
ん
だ
本
を
借

り
る
体
験
な
ど
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

　
19
年
度
あ
き
た
県
民
カ
レ
ッ
ジ
北
キ

ャ
ン
パ
ス
後
期
が
11
月
17
日
、
阿
仁
山

村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
県
内

各
地
か
ら
35
名
の
受
講
生
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
市
産
業
部
商
工
観
光
課
の
小
松
武
志

主
査
が
講
師
を
務
め
た
講
話
で
は
、
熊

の
生
態
に
つ
い
て
や
遭
遇
し
た
時
の
逃

げ
方
な
ど
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、「
マ
タ
ギ
の
食
文
化
に
触
れ

る
」
と
題
し
て
地
元
マ
タ
ギ
料
理
が
紹
介

さ
れ
、
阿
仁
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
（
鈴
木

ア
ヱ
代
表
）
が
準
備
し
た
マ
タ
ギ
料
理
を

受
講
生
み
ん
な
で
、
堪
能
し
ま
し
た
。 

　
メ
ニ
ュ
ー
は
ゼ
ン
マ
イ
の
一
本
煮
、

で
ん
ぶ
（
ワ
ラ
ビ
、
人
参
、
ゴ
ボ
ウ
、
ア
ザ

ミ
の
頭
、
糸
こ
ん
に
ゃ
く
を
使
っ
た
郷
土

料
理
）、か
の
か
の
大
豆
和
え
、な
め
こ
汁
、

熊
肉
、
漬
け
物
５
種
類
と
新
米
あ
き
た
こ

ま
ち
の
お
に
ぎ
り
。
お
い
し
い
料
理
を

食
べ
て
、
マ
タ
ギ
の
食
文
化
に
直
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

    

　
第
31
回
秋
田
県
民
俗
芸
能
大
会
が
11

月
17
日
、
由
利
本
荘
市
西
目
公
民
館
「
シ

ー
ガ
ル
」
で
開
催
さ
れ
、
本
市
か
ら
阿

仁
前
田
獅
子
踊
り
保
存
会
が
出
場
し
ま

し
た
。
阿
仁
前
田
地
区
は
、
９
月
17
日

の
大
水
害
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
出

場
も
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
逆
境

を
は
ね
除
け
、
45
人
と
い
う
大
人
数
で

力
強
い
演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。 

い ま 

い ま 

し 

おはなし会などの後、一人ひとりがおはなし会などの後、一人ひとりが

自分で本を借りる体験をしました自分で本を借りる体験をしました 

おはなし会などの後、一人ひとりが

自分で本を借りる体験をしました 

郷土料理を試食し、マタギの食文化に郷土料理を試食し、マタギの食文化に

も触れた県民カレッジ北キャンパスも触れた県民カレッジ北キャンパス 

郷土料理を試食し、マタギの食文化に

も触れた県民カレッジ北キャンパス 

被災の逆境をはねのけ、県民俗芸能大被災の逆境をはねのけ、県民俗芸能大

会に出演した阿仁前田獅子踊り保存会会に出演した阿仁前田獅子踊り保存会 

被災の逆境をはねのけ、県民俗芸能大

会に出演した阿仁前田獅子踊り保存会 

北秋田市 
教育委員会 

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 

MANAB I　NO　H IROBA MANABI NO HIROBAMANABI NO HIROBA

　
講
師
の
先
生
の
マ
ジ
ッ
ク
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た 

▼ 

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
の
見
学
で
は
、

テ
レ
ビ
に
も
出
演
し
ま
し
た 

▼ 

高鷹大学「写真クラブ展」

　下記日程で鷹巣地区の高齢者講

座「高鷹大学」の写真展を開催し

ます。多くの皆さんのご観覧をお

待ちしております。 

■展示会場　　 

　市交流センター展示交流ホール 

■展示期間　　 

　２００７/１２/５～２００８/２/２９ 

■展示方法　　 

　作品の数が多いことから、４回

に分けて展示を行います 

 

 

 

 

 

■お問い合わせ 

　生涯学習課 �６２-６６１８ 

１２月５日～ 

１２月２６日～ 

１月２１日～ 

２月１２日～ 

 

１２月２５日 

１月２０日 

２月１１日 

２月２８日 

① 

② 

③ 

④ 



MANABI NO HIROBA
INFORMATION お知らせ INFORMATION お知らせ 

広報きたあきた　19.　12.　115 14広報きたあきた　19.　12.　1

健
　
康 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　

62-

６
６
６
６ 

 

問 

  

■
母
子
健
康
手
帳
交
付
（
12
月
） 

時
間
　
9
時
30
分
〜
12
時 

日
程 

　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
３
・
10
・
17
日
 

　
森
吉
支
所
　
　
　
　
　
毎
週
火
曜
日 

　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
水
曜
日 

　
阿
仁
支
所
　
　
　
　
　
毎
週
木
曜
日
 

※
手
続
完
了
ま
で
30
〜
40
分
か
か
り
ま

す
の
で
余
裕
を
も
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

■
健
康
相
談 

時
間
　
9
時
30
分
〜
11
時
30
分 

日
程
　 

　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
12
日（
水
） 

　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
３
日（
月
） 

　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
21
日（
金
） 

　
阿
仁
支
所
　
　
　
　
　
　
13
日（
木
） 

内
容
　
健
康
相
談
、
血
圧
測
定
等 

持
参
　
健
康
手
帳
（
な
い
方
に
は
相
談

時
に
お
渡
し
し
ま
す
） 

■
予
防
接
種
（
ポ
リ
オ
） 

期
日
　
12
月
13
日（
木
）  

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー  

受
付
　
13
時
〜
13
時
30
分
 

持
参
　
母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票 

■
献
血
日
程 

12
月
12
日（
水
）
　
全
血 

▼
10
時
〜
12
時
30
分
＝
鷹
巣
高
校 

▼
13
時
30
分
〜
14
時
50
分
＝ 

　
　
　
　
　
　
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校 

▼
15
時
20
分
〜
16
時
30
分
＝ 

　
　
　
　
　
　
い
と
く
鷹
巣
南
店 

■
む
し
歯
予
防(

フ
ッ
素
イ
オ
ン
導
入
） 

日
時
　
12
月
11
日（
火
） 

　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時 

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

対
象
者
　
３
歳
か
ら
就
学
前
ま
で 

持
参
　
母
子
健
康
手
帳
・
タ
オ
ル
・
歯
ブ
ラ
シ 

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座
（
後
期
） 

日
時
　
12
月
６
日（
木
）  

　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分 

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
 

対
象
　
１
月
〜
３
月
出
産
予
定
の
方 

　
　
　
及
び
そ
の
家
族 

内
容
　
先
輩
パ
パ
・
マ
マ
・
ベ
ビ
ー
と
の

交
流
、母
乳
育
児
の
す
す
め
、家
族
計
画
 

持
参
　
母
子
健
康
手
帳 

■
精
神
保
健
相
談
・
老
人
精
神
保
健
相
談

及
び
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談
（
要
予
約
） 

期
日
　
12
月
20
日（
木
） 

場
所
　 

　
鷹
巣
阿
仁
福
祉
環
境
部
2
階
相
談
室
 

受
付
時
間
　
15
時
〜
16
時 

相
談
時
間
　
15
時
〜
17
時 

相
談
医
師
　
保
健
所
嘱
託
医 

問
合
せ
・
申
込
み
　 

　
鷹
巣
阿
仁
福
祉
環
境
部
�

62-

１
１
６
５ 

■
心
の
健
康
づ
く
り
講
演
会 

日
時
　
12
月
10
日（
月
）  

　
　
　
13
時
〜
14
時
30
分 

場
所
　
四
季
美
館
 

演
題
　「
ス
ト
レ
ス
と
健
康
に
つ
い
て
」 

講
師
　
秋
田
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
所
長
　
伏
見
　
雅
人
氏 

問
合
せ
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
�

62-

６
６
６
６ 

■
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

◆
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

日
時
　
12
月
４
日（
火
）15
時
30
分
〜
17
時 

場
所
　
元
気
ワ
ー
ル
ド
 

◆
特
例
検
査 

日
時
　
12
月
５
日（
水
） 

　
　  

９
時
〜
17
時（
要
予
約
） 

場
所
　
北
秋
田
保
健
所
 

問
合
せ
　 

　
鷹
巣
阿
仁
福
祉
環
境
部
�

62-

１
１
６
５ 

市民プール　12月の教室 ◎お問い合わせ　�６２－５００１ 

初級水泳教室 

スキンダイビング教室 

内　　容 
マスク・フィン・シュノーケルを使ってスキンダイビ

ングを体験します（ボンベは使いません） 泳げない方から、もっと上手に泳ぎたいと思っている方

まで、親切丁寧に指導します 

一緒に練習して大会出場

を目指しましょう。細か

いフォームも指導します 

水中で気持ちよく全身を動かし

軽い体操や水中で歩行等をしま

す。アクアビクスもやります 

水着、水泳帽、ゴーグル、バスタオル 

成人水泳教室 

４、11、18、25 期　　日 

時　　間 

６、13、20、27 

14：00～15：00 16：00～17：00

中級水泳教室 

６、13、20、27 

14：00～15：

対象・定員 一般成人　５名 一般成人　５名 一般成人　各教室１０名 

講 習 料  ３，０００円 ３，０００円 各教室３，０００円 

持　　参 

上級水泳教室 

内　　容 

４、７、11、14、18、
21、25、28

期　　日 

時　　間 18：00～19：30

対象・定員 
月４回５名／毎回５名 

健康教室 

７、14、21、28

14：00～15：00

一般成人　20名 
高校生・一般成人 

水着、水泳帽、ゴーグル、バスタオル 

講 習 料  ３，０００円／５，０００円 ３，０００円 

持　　参 

ストレッチング教室 ＡＤＬ体操教室 

５，12，19，26 ６、13、20、27

11：00～12：00 14：00～15：00

一般成人　15名 自立している成人　15名 

３，０００円 ３，０００円 

備　　考 
電話での申込みはできません。プール受付の申込用紙に必要事項を記入し講習料を支払いください。 
（印鑑必要）／講習料の他に毎回入館料が必要です（年間券・回数券等も使えます）／各教室3000
円の講習料ですが２つの教室を申し込みの方は5,000円となります 
※お一人各教室１回無料体験ができます 

水着、水泳帽、ゴーグル、バスタオル 

身体の筋肉をバランス良く伸し、筋肉

の緊張をほぐして血液の循環を良くし、

肩こり、腰痛の改善・予防をします 

ADLとは日常生活動作能力のことで、
歩く、立つ、座る動作の維持と向上、
回復を目的とし、イスを使って安
全に楽しく簡単にできる運動です 

運動しやすい服装、シューズ、タオル 

５、12、19、26 

14：00～15：

12月10日から 落し物や忘れ物 の取扱方法を定めた 遺失物法 が変わります！ 
い しつぶつほう 

落し物や忘れ物の保管期間が３ヶ月になります ① 

③ 

傘や衣類など大量･安価な物等は、２週間以内に落と

し主が見つからない場合は売却できることとなります 
⑤ 

携帯電話やカード類など個人情報が入った物について

は、拾った人が所有権を取得できないこととなります 

② 
落とし物や忘れ物の情報がインターネットで公表

され、探しやすくなります 

④ 

⑥ 
動物愛護法による引取りの対象となった 犬･ねこ

は、遺失物法の対象外となります 

公共交通機関や店舗など多くの落とし物や忘れ物を取り

扱う事業者を対象に特例施設占有者制度が新設されます 

落し物や忘れ物の取扱いは どう変わるの？ 

★落とし物や忘れ物をされた方へ 

　落とし物や忘れ物をしたと思う施設や最寄りの警察署又は交

番・駐在所に問い合わせてください。また、警察署又は交番・

駐在所に遺失の届出をしてください。 

　各都道府県警察のホームページにアクセスしていただくと、

各都道府県内で取り扱われた拾得物に関する情報を見て、落と

し物や忘れ物を探すことができるようになります。 

 
★駅や店舗などの施設の方へ　 

　駅や店舗などの施設では、これまでどおり拾得物に関する事

項を掲示するか、拾得物に関する事項を記載した書面を備え付

けて閲覧させることが必要です。 

　拾得物の届出を受けた場合には、拾った方の求めに応じて預

り書を交付することとなります。 

問合せ　北秋田警察署会計課 �６２－１２４５ 

 

 

 

―　健康づくり標語　― 

「健康一番　�

　　あなたの笑顔がこだまする」

■子育てサークル　10：00〜11：40
サークル 

ふれあい広場 

 

キッズパーク 

日程 

13日 

 

21日 

会場 

合川保健

センター 

市保健セ

ンター 

内容 

クリスマス会 

 

クリスマス会 

問合せ　保健センター�62-6666

 年々進行している地球温暖化を防い

でいくために、皆さんが寒い時期で

も取り組めることがあります。 

　ウォームビズ（WARMBIZ）とは、

暑い時期に取り組んだクールビズと

同じく、地球温暖化防止のために仕

事のスタイルを改めていこうという

意味の造語です。 

　これから寒さが強まり、光熱費が

かさむ時期になっていきますが、以

下の取り組みは、経費や家計の一助

にもつながると思いますので、積極

的な取り組みをお願いします。 

＜ウォームビズ取組み例＞　 

一般の家庭でも取組める内容です。 

◆寒いときは服を重ね着する。 

◆暖房の利用を控えめにする。 

◆車のアイドリングストップに努める。 

（家庭での取組み例） 

◆自家用車の利用を控えめにする。 

（公共交通機関を極力利用しましょう。） 

◆風呂には時間の間隔をあけずに続

けて入るなど、燃料の浪費を防ぐ。 

問合せ 市生活環境課 �６２－１１１０ 

「ウォームビズ」に取り組みましょう 
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　12月4日から12月10日は「人権週間」

です。近隣との争い、子どもや高齢

者の虐待、いじめや体罰、登記・戸籍・

扶養等の問題、配偶者からの暴力な

ど悩みごと・困りごとはありませんか？

人権擁護委員が被害救済のため適切

な処置をとります。 

▼開催日・場所 

12月4日（火） 

12月6日（木） 

12月7日（金） 

 

▼時間　10:00～15:00 

▼問合せ　市総務課　�６２－１１１１ 

■
ク
リ
ス
マ
ス 

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座 

日
時
　
12
月
16
日（
日
）９
時
30
分
〜
13
時 

場
所
　
中
央
公
民
館
　
調
理
室 

講
師
　
田
村
弘
子
さ
ん（
料
理
研
究
家) 

内
　
容
　
親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
に
作
り

た
い
３
品
を
作
り
ま
す
。（
ミ
ー
ト
ロ
ー
フ
、

コ
ー
ン
ポ
タ
ー
ジ
ュ
、
フ
ル
ー
ツ
サ
ラ
ダ
） 

対
象
　
小
学
生
以
上
と
保
護
者 

材
料
代
　
１
組
　
１
５
０
０
円
程
度 

　
　
　
　
１
人
追
加
５
０
０
円
増
　 

定
員
　
16
組（
先
着
順
）
　 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、筆
記
用
具
等 

申
込
開
始
　
12
月
３
日（
月
）９
時
〜 

申
込
・
問
合
せ
　 

　
　
中
央
公
民
館
　
�

62-

１
１
３
０

■
絵
本
の
世
界
を
楽
し
も
う 

日
時
　
12
月
17
日（
月
） 

　
　
　
　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分 

場
所
　
中
央
公
民
館
　
ホ
ー
ル 

講
師
　
谷
京
子
さ
ん（
グ
ル
ー
プ
か
ぜ) 

内
　
容
　
音
楽
を
取
り
入
れ
た
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
聴
き
、
子
ど
も
と
一
緒

に
絵
本
の
世
界
を
楽
し
も
う 

参
加
費
　
無
料
　 

申
込
締
切
　
12
月
13
日（
木
） 

申
込
・
問
合
せ
　 

　
　
中
央
公
民
館
　
�

62-

１
１
３
０ 

■
布
ぞ
う
り
作
り
教
室 

日
時
　
12
月
10
日（
月
）９
時
30
分
〜
16
時 

　
　
　
12
月
13
日（
木
）９
時
30
分
〜
16
時 

※
13
日
は
ス
リ
ッ
パ
タ
イ
プ
の
布
ぞ
う
り 

場
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
和
室 

講
師
　
高
橋
清
子
さ
ん 

材
料
費
　
５
０
０
円 

定
員
　
12
名
※
先
着
順 

持
ち
物
　
昼
食
、木
綿
の
布
、布
団
針
等 

締
切
　
12
月
６
日（
木) 

問
合
せ
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
�

72-

３
２
５
９ 

■
韓
国
の
家
庭
料
理
教
室 

日
時
　
①
12
月
15
日 

②
１
月
19
日 

③
２
月
16
日
　
各
日
と
も
10
時
〜
13
時 

場
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

講
師
　
文
本
照
子
さ
ん 

材
料
費
　
１
０
０
０
円
程
度 

定
員
　
15
名
※
先
着
順 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、筆
記
用
具
等 

締
切
　
12
月
10
日（
月) 

問
合
せ
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
�

72-

３
２
５
９ 

■
認
知
症
講
座
《
無
料
》 

日
時
　
12
月
12
日（
水
） 

13
時
〜 

場
所
　
市
交
流
セ
ン
タ
ー 

講
演
　「
認
知
症
の
対
応
に
つ
い
て
」 

講
師
　
東
京
医
科
大
学
准
教
授 

　
　
　
　
　
片
山
成
仁
先
生 

申
込
み
　
事
前
に
申
込
み
く
だ
さ
い 

問
合
せ
　
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
　
　

　
　
　
　
�

78-
３
１
８
２ 

■
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集 

　
国
有
林
の
管
理
・
経
営
に
皆
さ
ん
の
声
を
役
立

て
て
い
く
た
め
、モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

応
募
資
格
　
国
有
林
に
関
心
が
あ
る
 

　
　
　
　
　
　
20
歳
以
上
の
方 

募
集
人
員
　
48
名 

締
切 

12
月
28
日（
木
） 

任
期
　
平
成
20
年
４
月
〜
平
成
21
年
３
月 

内
容
　
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
、
モ
ニ

　
　
　
タ
ー
会
議
出
席
等
　 

問
合
せ
　
東
北
森
林
管
理
局
 

　
　
　
�

０
１
８-

８
３
６-

２
２
７
４ 

■
自
衛
隊
生
徒
採
用
案
内 

応
募
資
格
　
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
 

　
　
　
　
※
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
 

受
付
締
切
　
１
月
８
日（
火
） 

試

験

日
　
１
月
12
日（
土
） 

会
場
　
市
中
央
公
民
館 

身
分
　
特
別
職
国
家
公
務
員 

問
合
せ
　
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部
大
館
出
張
所
 

　
　
　
　
�

０
１
８
６-

42-

１
３
９
８ 

■
多
重
債
務
者
向
け
無
料
相
談
会 

日
時
　
12
月
９
日（
日
）　
10
時
〜
16
時 

場
所
　
市
交
流
セ
ン
タ
ー 

相
談
方
法
　
弁
護
士
、
司
法
書
士
等
が

面
談
対
応
　
※
借
入
関
係
の
わ
か
る
書

類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

申
込
・
問
合
せ
　
県
生
活
セ
ン
タ
ー
 

　
　
�

０
１
８-

８
３
５-

０
９
９
９ 

■
潜
在
マ
ン
パ
ワ
ー
講
習
会 

期
日
　
12
月
19
日（
水
）〜
21
日（
金
） 

場
所
　
県
社
会
福
祉
会
館 

対
象
　
介
護
福
祉
士
又
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

養
成
研
修
２
級
以
上
の
方
で
、未
就
労
の
方 

定
員
　
20
名
　
※
先
着
順 

内
容
　
講
義
、
介
護
実
技
、
演
習
等 

申
込
・
問
合
せ
　 

　
県
福
祉
保
健
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
 

　
　
�

０
１
８-

８
６
４-

２
８
８
０ 

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い 

期
間
　
12
月
１
日（
土
）〜
25
日（
火
） 

「
あ
な
た
の
や
さ
し
さ
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
難
民
援
助
等
の
緊
急
救
援
事
業

や
発
展
途
上
国
を
対
象
と
し
た
開
発
協

力
事
業
の
充
実
・
発
展
に
役
立
て
ま
す
。 

受
付
窓
口
　
郵
便
局
、
秋
田
銀
行
、
北

都
銀
行
、
各
農
協
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
局
等
 

問
合
せ
　
日
本
赤
十
字
社
秋
田
県
支
部

　
　
　
�

０
１
８-

８
６
４-

２
７
３
１ 

■
安
心
・
信
頼
の
Ｓ
マ
ー
ク 

　
Ｓ
マ
ー
ク
は
厚
生
労
働
大
臣
認
可
の

標
準
営
業
約
款
に
従
っ
て
営
業
し
て
い

る
理
容
業
、
美
容
業
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

業
、
め
ん
類
飲
食
店
及
び
一
般
飲
食
店

営
業
の
お
店
に
表
示
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
Ｓ
マ
ー
ク
を
店
頭
に
表
示
し
て

い
る
お
店
な
ら
安
心
、
安
全
、
衛
生
が

保
証
さ
れ
、
お
店
選
び
の
大
き
な
目
安

と
な
り
ま
す
。 

問
合
せ
　
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

　
　
　
�

０
１
８-

８
３
５-

０
０
２
０ 

■
個
別
労
働
関
係
紛
争
あ
っ
せ
ん
制
度 

　
県
内
の
事
業
所
等
で
働
く
労
働
者
と
事

業
主
の
間
で
労
働
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
た
際
、
専
門
家
が
双
方
の
主
張
を
聞

い
て
解
決
の
手
助
け
を
行
う
あ
っ
せ
ん
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
特
別
な
理
由
も

な
い
の
に
解
雇
を
言
い
渡
さ
れ
て
困
っ
て

い
る
、
採
用
時
に
示
さ
れ
た
労
働
条
件
と

異
な
る
扱
い
を
さ
れ
て
納
得
が
い
か
な
い

等
の
事
案
に
つ
い
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
　
県
労
働
委
員
会
事
務
局
　
　

　
　
　
�

０
１
８-

８
６
０-

３
２
８
４ 

■
映
像
大
賞
作
品
募
集 

　
〜
市
町
村
合
併
し
た
あ
な
た
の
ま
ち 

　
住
民
の
皆
さ
ん
合
併
し
て
何
か
変
わ

り
ま
し
た
か
。
便
利
に
な
っ
た
こ
と
や

新
た
な
出
会
い
な
ど
、
あ
な
た
の
ま
ち

を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。 

募
集
テ
ー
マ
　 

 

「
市
町
村
合
併
を
し
た
あ
な
た
の
ま
ち
」 

募
集
内
容
　
５
分
以
内
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像 

応
募
資
格
　
プ
ロ
、
ア
マ
、
個
人
、
グ

ル
ー
プ
等
は
問
い
ま
せ
ん
。 

応
募
方
法
　
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

に
録
画
し
、
作
品
タ
イ
ト
ル
等
を
記
載
。

応
募
様
式
は
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

応
募
締
切
　
平
成
20
年
１
月
21
日（
月
） 

問
合
せ
　
総
務
省
　
映
像
大
賞
事
務
局 

　
　
　
�

０
１
２
０-

５
４
７-

７
８
１ 

■
自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス
放
送
大
学 

　
　
　
　
学
生
募
集
《
４
月
入
学
》 

　
放
送
大
学
は
、テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
授
業

を
行
う
正
規
の
大
学
で
す
。
１
教
科
か
ら

学
べ
、
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
養

学
部
生
と
大
学
院
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

募
集
期
間 

　
　
12
月
15
日（
土
）〜
２
月
29
日（
金
） 

問
合
せ
　
放
送
大
学
秋
田
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
�

０
１
８-

８
３
１-

１
９
９
７ 

お
知
ら
せ 

―  1 2 月 1 0 日 ～ 1 6 日  ―  

北朝鮮人権侵害問題啓発週間 

「人権週間」に特設相談所開設

阿仁山村開発センター 

老人憩いの家「ことぶき荘」 

市交流センター 

コンベンションホール四季美館 

拉致問題等北朝鮮当局による人権侵

害問題について考えてみませんか 

■公民館 
中央公民館　　      �６２－１１３０ 

【ロビー展】　風宴（自由詩） 

12・４（火）クリスマスリース作り講座

＝18:30～20:30 

８（土）「トライあんぐる」＝９:00～12:00

＝クリスマスツリーとお正月かざり作り！ 

合川公民館　　      �７８－２１１４ 

【ロビー展】　織り姫クラブ（～12日） 

16（日） 

ハッピークリスマス会＝10:00～13:00 

森吉公民館　　      �７２－３２５９ 

【サロン展】　チクチクキルトサークル 

７（金）お正月料理講座＝10:00～13:00 

９（日）手打ちそば体験講座＝9:00～13:00 

10（月）・13（木） 

布ぞうり作り教室＝9:30～16:00 

15（土）韓国の家庭料理教室＝10:00～13:00 

阿仁公民館　　      �８２－２２２０ 

５（水）北秋田市･上小阿仁村連合婦人会 

消費者問題研修会＝10:30～14:40 

■文化会館
▼１（土）藤島尚子バレエスタジオ第11

回バレエコンサート＝18:00～ 

＝　3,500円（前売3,000円） 

▼２（日）優秀映画鑑賞推進事業「キュー

ポラのある街」「けんかえれじい」「八月

に濡れた砂」「伊豆の踊り子」＝9:30～＝

　500円（高校生以下無料） 

▼９（日)カワイ音楽研究会発表会 

＝①10:00～②13:30～＝入場無料 

▼15（土）おはなしでてこい＝14:00～ 

▼16（日）アンサンブルコンテスト県北

地区大会＝9:30～＝入場無料 

■スポーツ
▼２（日）大館北秋田9人制バレー大会＝

森吉スポセン 

▼８（土）森吉なわとび選手権大会＝森

吉スポセン 

▼９（日）スポーツセンター杯バスケッ

トボール大会＝森吉スポセン／北秋田

市体育指導委員８人制バレー交流大会

＝鷹巣体育館 

料 

料 

農業者年金の６つのメリット 

◆積立方式なので、年金額が加入者や受給

　者の数に影響されない安定した制度です。 

◆国民年金第１号被保険者で、農業に従事

　する60歳未満の人は誰でも加入できます。 

◆農業経営の状況や老後設計に応じて、自

　分で保険料を決められます。 

◆農業者年金は生涯支給される終身年金です。 

◆認定農業者や青色申告者など、一定の

　要件を満たす人には保険料助成措置があ

　ります。 

◆保険料は社会保険料控除の対象となり、

　節税効果があります。 

◎申込み・問合せ 

　市農業委員会事務局　　�62-6609 

　鷹巣町農業協同組合　　�62-3700 

　あきた北央農業協同組合　�60-4111

農業者年金に加入しましょう 
農家の皆さんへ 
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（診療時間 午後６：３０～９：００） 

■次の事項をご確認ください 

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する

方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け

る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし

ていません。年齢・病気の病状にかかわらず

事前に当番医に電話等でご相談ください。 

夜間当番医（　）日程表夜間
診療

税の納期限 

お
二
人
の
前
途
を 

　
　
　
　
祝
福
し
ま
す 

成

田

佑

吾

 

櫻

田

か

お

り

 

ゆ

う

ご

 
 　
さ
ん 

　
さ
ん 

合
川
李
岱
 

秋

田

市

 

（ 

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
 

12月25日まで

国民健康保険税 
お
誕
生
お
め
で
と
う
 

 
 
 
ご
ざ
い
ま
す
 

近
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ゃ
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弔
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1
日
〜
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分 
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嶋
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さ
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館
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渡
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香

 

そ
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ゆ
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さ
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さ
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日

栄

 

（ 

第６期 
 

日 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15

曜 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

 

電話番号 

62－1455 

63－0515 

63－2700 

60－1055 

62－2882 

62－1420 

63－0105 

62－1101 

62－1155 

62－1146 

62－1267 

62－1400 

69－5300 

62－1455 

72－4501

医 療 機 関 名  

北 秋 中 央 病 院  

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

たむら内科クリニック 

う え だ ク リ ニ ッ ク  

藤 原 医 院  

佐藤外科消化器科医院 

佐々木産婦人科医院  

盛 岡 外 科 医 院  

近 藤 医 院  

奈 良 医 院  

と し ま 医 院  

石川耳鼻咽喉科医院  

毛利整形外科クリニック 

北 秋 中 央 病 院  

公立米内沢総合病院  

市立　　　図書館 

上杉あいターミナル　　�７８－９２９０ 

開館時間９：００～１７：００　 

ひまわりの家　　　　�７８－４０２５ 

鷹　巣 
森　吉 

鷹巣 �６２－３３１１ 

開館時間９：００ ～１７：００ 

森吉 �７２－３１９２ 

開館時間８：３０ ～１９：００ 

１２、１６、１９、２３、２６、２９～３１日 

１、２、８、９、１５、１６、２３、２４、２９～３１日 

３、１０、１７日　※２５日は営業 

1 1 月 の 休 館 日  

■
し
尿
の
汲
取
り
は
お
早
め
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年
末
年
始
は
米
代
流
域
衛
生
セ
ン
タ
ー

が
工
事
の
た
め
、
し
尿
処
理
が
一
時
的
に

停
止
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
混
雑
時
期
、

汲
取
り
の
依
頼
は
汲
取
り
業
者
へ
早
め
に

（
12
月
15
日
ま
で
）
お
願
い
し
ま
す
。
遅

く
な
る
と
年
内
に
汲
取
り
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 
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修
生
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農
業
後
継
者
を
対
象
に
、
平
成
20
年

度
研
修
生
の
２
次
募
集
が
始
ま
り
ま
す
。 

応
募
期
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12
月
３
日（
月
）〜
２
月
７
日（
木
）
 

募
集
コ
ー
ス
　
野
菜
コ
ー
ス
、花
き
コ
ー

ス（
農
業
試
験
場
）／
肉
用
牛
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畜

産
試
験
場
）
／
り
ん
ご
コ
ー
ス
、
な
し
・

ぶ
ど
う
コ
ー
ス（
果
樹
試
験
場
）
 

※
応
募
に
は
、
研
修
申
請
書
の
ほ
か
に

健
康
診
断
書
、
推
薦
書
、
作
文
等
の
提

出
が
必
要
で
す
。
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■
大
太
鼓
っ
て
す
ご
い
〜
音
の
不
思
議

　
　
　
　
　
テ
レ
ビ
放
送
し
ま
す
　 

　
北
秋
田
市
が
誇
る
世
界
一
の
大
太
鼓
を

き
っ
か
け
に「
音
の
不
思
議
」に
迫
り
ま
す
。 

番
組
名
　
ふ
し
ぎ
の
ト
ビ
ラ 

放
送
日
時
　
12
月
８
日（
土
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10
時
30
分
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放
送
局
　
Ａ
Ｂ
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田
放
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８
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お
知
ら
せ 

　毎年冬になると沿線の立木が雪の重みに

より倒木や、枝の垂れ下がり等で車両の破

損が発生しています。 

　特に大野台駅～合川駅間、笑内駅～比立

内駅間の発生が目立っています。鉄道林の

杉の木は切断したり処理しておりますが、

一般の皆さまの所有するものであれば許可

が必要で、所有者の方を捜すにも大変時間

がかかります。 

　もし、倒れた木が車両を破損したり、乗

車されているお客様に怪我等があれば、損

害賠償請求をしなければならなくなる場合

がございます。 

　線路沿線に森林等を所有されている方は、

事前に枝の剪定等により対処して下さいま

すようご協力をお願いします。 

問合せ　 

　秋田内陸縦貫鉄道㈱　�８２－３７６４ 

内陸線沿線の樹木剪定のお願い 
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※鷹巣図書館12月1日～５日まで蔵書点検のため休館 

移動行政懇話会

　暮らしやすく、親しみのあるまちづくりの

実現を目指し、市民と身近に語り合う場を設

けました。多くの市民の参加をお待ちしてお

ります。 

日程・場所 

　12月11日(火)  合川支所２階大会議室 

　12月17日(月)  森吉コミュニティセンター 

　12月20日(木)  阿仁山村開発センター 

　12月25日(火)  中央公民館ホール 

時　間　１８：３０～ 

対　象　北秋田市民 

問合せ　市総合政策課　�６２－６６０６ 

　第３弾は、この企画でしか入れない夜の空港ターミナル

で楽しみます。これは参加するしかないでしょう。ひとり

もＯＫ！友達誘って遊び気分もＯＫ！もしかしたら一面の

銀世界にすてきな夜景も見れるかも。気分が盛り上がり、

多くのカップルが誕生するのでは…。 

　勇気を出して、出かけてみませんか。県内の独身の方限

定です。参加するには事前に申し込んでくださいね。前回

もたくさんのカップルが誕生しました。 

　日　時　12月14日（金）　18：30～21：00 

　場　所　大館能代空港ターミナルビル（２Ｆレストラン“ポートワン”） 

　参加費　男性　3,000円　女性　1,000円 

　締　切　12月10日（月） 

　申込先　北秋田市ハートフル倶楽部（市福祉事務所内） 

　　　　　電話 ６２－１１１３　　ＦＡＸ ６２－４２９６ 

　　　　　E-mail   fukushi@city.kitaakita.akita.jp 

※北秋田市ハートフル倶楽部は北秋田市コウノトリ委員会の愛称です。 

※北秋田市ハートフル倶楽部は出会いの場を企画し提供する団体です。 

恋のスーパー空騒ぎ 
好評につき第３弾！ ～空から恋が降ってきた 

固定資産税 第４期 
 

平成20年 
6月15日開催 第59回 全国植樹祭 

テーマ

「手をつなごう�森と水とわたしたち」
会場　北秋田市「北欧の杜公園」 植樹祭シンボルマーク 

森
っ
ち 
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秋田内陸線で小旅行を 
　楽しんでみませんか！ 
湯けむりクーポン券 湯けむりクーポン券 

内陸線の往復運賃が半額、さらに入浴料も割引に！！ 

大 野 台 駅  

　 〃 　  

合 川 駅  

米 内 沢 駅  

阿仁前田駅 

阿仁マタギ駅

西 明 寺 駅  

西 鷹 巣 駅  

【内陸線沿線８施設が利用できます】 

ゆ～とぴあ 金沢温泉 

ひまわりの家 

さざなみ温泉 

あゆっこ温泉 

クウィンス森吉 

打当温泉 マタギの湯 

西木温泉 クリオン 

北秋田市民プール 

送迎あり、日帰り入浴 

送迎あり、食事・宴会 

徒歩10分、日帰り入浴 

徒歩３分、食事・宴会・宿泊 

駅舎に温泉、食事・宴会 

送迎あり、食事・宴会・宿泊 

送迎あり、食事・宴会・宿泊 

徒歩５分 

0186-78-5020 

0186-78-4025 

0186-78-4171 

0186-60-5522 

0186-60-7000 

0186-84-2612 

0187-47-2010 

0186-62-5001

駅　名 施設名 内　容 電話番号 

※営業日時は、各施設

設備点検や臨時休館等

がありますので、利用

される際には必ず電話

でご確認ください 

打当温泉日帰りパック ≪２名様から≫ 
内陸線内どの駅から利用しても同じ料金！ 

内陸線乗車券＋食事＋入浴＋休憩 

Ａパック 
大人３,０００円・小人２,３００円 

Ｂパック 
大人３,５００円・小人２,８００円 

西木温泉クリオン日帰りパック 
≪２名様から≫ 

内陸線乗車券＋食事＋入浴＋休憩 

Ａコース 
鷹巣～小渕間乗車 
大人３,７００円 
小人３,０００円 

Ｂコース　 
阿仁合～阿仁マタギ間乗車 
大人３,３００円 
小人２,８００円 

Ｃコース　 
戸沢～角館間乗車　大人２,９００円／小人２,６００円 

阿仁の樹氷�〜�ゴンドラ降りてスグ！
開催期間　平成20年１月12日（土）～３月２日（日） 

運行時間　９時～16時（下り最終15時30分） 

ゴンドラ料金　片道上り　　大人1,000円　小学生500円 

　　　　　　　片道下り　　大人  500円　小学生250円 

　　　　　　　宿泊パック　大人1,200円　小学生600円（市民宿泊利用者） 

お問い合わせ　阿仁スキー場 �８２－３３１１　市商工観光課 �６２－６６３９ 

車両貸切で団体旅行 ≪要予約≫ 
宝 く じ 号　貸切料金  50,000円/日 

　座席定員　43人（ミニ座敷、カラオケ付） 

お座敷車両　貸切料金  45,000円/日 

　座席定員　40人（掘りごたつ、ＡＶ設備） 

急行・普通車両

　貸切料金　40,000円/日～45,000円/日 

　座席定員　46～60人 

　週末のイベント・

観光にはお得なホリ

デーフリーキップ！ 

　乗車日の１カ月前

から購入できます。 

ホリデーフリーキップ　 ≪１日乗り放題≫ 
土・日・祝日 
フリー乗車券 ホリデーフリーＡ

1,000円（鷹巣～松葉間） 

ホリデーフリーＢ

1,000円（角館～阿仁合間) 

ホリデーフリー全線

2,000円（全線で急行列車ま 
　　　　　で乗車可能） 

問　秋田内陸縦貫鉄道(株)　�８２－３２３１ 
　　鷹巣駅  �６３－０６４３　阿仁合駅  �８２－２１３６ 

お座敷 

掘りごたつ 


